
 第４章 地域資源を活かした農村の振興・活性化に向けた取組 

 

３．野生鳥獣による農作物の被害状況 

 

図表 4-10  農作物被害金額の推移(全国・東北）図表 4-11  被害防止計画作成状況(全国･東北)       

（令和元(2019)年 10月末現在）   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 4-12  鳥獣別農作物被害金額の割合（県別、平成 30(2018)年度）          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：農林水産省調べ 

 注：１）被害金額は、震災の影響により調査困難であった市町村を除く合計値 

      ２）被害金額の東北の値と県別の値の合計値は、データごとに四捨五入するため、一致しない場合がある。 

   ３）鳥獣別農作物被害金額の割合は、四捨五入の関係から 100％にならない場合がある。 

      ４）「鳥類」とはカラス、スズメなど、「その他」とはハクビシン、クマ、サルなどのこと 

 

 （野生鳥獣による農作物被害額は、13 億円） 

〇 東北における野生鳥獣による農作物被害は、平成 30(2018)年度には、前年度

に比べて 1 億 6,000 万円減少し、13 億円となりました（図表 4-10）。 

〇 全国に占める東北の割合をみると、農作物被害金額の 8.2％となっています。 

〇 東北では、令和元(2019)年 10 月末現在、217 市町村で被害防止計画が作成さ

れ、同計画に基づく捕獲等の実践的活動を担う鳥獣被害対策実施隊を設置して

いる市町村は 196 となっています（図表 4-11）。 

〇 県別に農作物被害金額をみると、山形県（５億 1,000 万円）が最も多く、次

いで岩手県（３億 7,000 万円）となっています（図表 4-12）。 

    また、鳥獣別にみると、青森県、山形県では鳥類（カラス等）、秋田県では獣

類（ツキノワグマ、サル）、岩手県ではシカ、宮城県及び福島県ではイノシシに

よる被害が特に大きくなっています。 
 

（単位：市町村数）

計
鳥獣被害対策

実施隊設置市町村数

全国 1,741 1,489 1,203

東北 227 217 196

青森県 40 36 28

岩手県 33 33 32

宮城県 35 32 28

秋田県 25 25 25

山形県 35 34 33

福島県 59 57 50

市町村数

被害防止計画作成市町村数
（公表済み）
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４．再生可能エネルギー等の利用促進 

（１）農山漁村再生可能エネルギー法の取組状況 

図表 4-13  農山漁村再生可能エネルギー法に基づく基本計画作成状況(全国･東北累計) 

    
図表 4-14  東北管内の農山漁村再生可能エネルギー法に基づく基本計画作成状況                    

    

青森県７市町
横浜町、平川市、つがる市、

中泊町、五所川原市、

十和田市、野辺地町

岩手県３市町
軽米町、盛岡市、住田町

宮城県１町
七ヶ宿町

山形県４市町
米沢市、庄内町、新庄市、

飯豊町

福島県３市
田村市、福島市、

会津若松市資料：農林水産省調べ 

 注：令和元年度末現在の値（累計値） 

赤文字は元年度に作成した市町  

 

 （18 市町が農山漁村再生可能エネルギー法に基づく基本計画を作成） 

〇 農山漁村再生可能エネルギー法に基づき農山漁村の健全な発展と再生可能エ

ネルギー発電の促進を目的とする基本計画を作成した市町は、令和元年度末現

在、東北で合計 18 市町（全国で 68 市町）となっています（図表 4-13）。 

また、同時点で基本計画を作成中の市町村は５市町村（青森県２、秋田県２、

福島県１）となっています。 

〇 各県別の作成状況（作成済）をみると、青森県が７市町と最も多く、次いで山

形県（４市町）、岩手県（３市町）、福島県（３市）、宮城県（１町）となってい

ます（図表 4-14）。 

〇 令和元年度新たに基本計画を作成した自治体は、岩手県住田町
す み た ち ょ う

、福島県福島市
ふ く し ま し

及び会津若松市
あ い づ わ か ま つ し

の２市１町です。 

資料：農林水産省調べ 

 注：各年度末現在の値（累計値）  
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青森県平川市

（バイオガス発電、バイオガス

及び木質バイオマス発電施設の

排熱利用、BDF製造）

青森県西目屋村

（木質バイオマス熱利用、木質

バイオマス燃料製造、体験型観

光業）

山形県最上町

（木質バイオマス発電･熱利

用、バイオガス発電、もみ殻固

形燃料化）

岩手県一関市

（バイオガス発電、木質ガス化

発電・熱利用、木質バイオマス

熱利用、木質チップ製造）

宮城県加美町

（バイオガス発電、木質チッ

プ･薪・木質ペレット製造、木

質バイオマス熱利用）

宮城県大崎市

（熱利用、バイオガス発電、ヨ

シペレット燃料化、BDF）

宮城県南三陸町

（バイオガス発電･熱利用、木

質ペレット製造）

山形県飯豊町

（バイオガス発電、木質バイオ

マス燃料製造・熱利用）

宮城県色麻町

（バイオガス発電･熱利用）

宮城県東松島市

（バイオガス発電･熱利用、木

質バイオマス発電）

岩手県軽米町

（堆肥等製造、可燃ごみバイオ

固形燃料製造、鶏ふん燃焼発

電、バイオガス製造）

（２）バイオマス産業都市の構築状況 

図表 4-15  バイオマス産業都市選定市町村数の推移（全国・東北）         

     

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 4-16  バイオマス産業都市の選定市町村一覧                                       

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：農林水産省調べ 

赤文字は元年度に選定された町 

まち町 

  

（11 市町村がバイオマス産業都市に選定） 

〇 地域のバイオマスを活用したグリーン産業の創出と循環型エネルギーシステ

ムの構築に向けた、バイオマス産業都市に選定された市町村は、令和元(2019)

年度末現在、東北で合計 11 市町村（全国：90 市町村）となりました（図表 4-

15）。 

〇 各県別にみると、宮城県が５市町、青森県（２市村）、岩手県（２市町）、山形

県（２町）となっています（図表 4-16）。 

〇 令和元年度新たにバイオマス産業都市に選定された地域は、岩手県軽米町
か る ま い ま ち

で

す。 
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（３）小水力発電の整備状況 

 

図表 4-17  小水力発電の設置状況一覧（整備完了及び計画・建設中、令和元(2019)年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料：農林水産省調べ 

 

 （小水力発電整備完了施設は 29 施設、計画・建設中の施設は 11 施設） 

〇 農村地域には農業水利施設が多数存在し、これらを活用した小水力発電から

得られた電力は、土地改良施設等の操作に要する電力を供給する等、施設の維

持管理費の軽減に寄与しています。 

〇 東北では、国営かんがい排水事業や補助事業等により、令和２(2020)年３月

時点で 29 の小水力発電施設が整備完了しています。 

〇 また、令和２(2020)年３月時点で 11 施設が計画・建設中となっています（図

表 4-17）。 

一本木沢 地区（22kW）
青森県弘前市 【整備完了】

六郷東根 地区（11kW）
秋田県仙北郡美郷町 【整備完了】

真木関根 地区（18kW）
秋田県大仙市 【整備完了】

西目 地区（740kW）
秋田県由利本荘市 【整備完了】

上巾 地区（48kW）
秋田県由利本荘市 【計画・建設中】

山崎 地区（5kW）
秋田県由利本荘市 【計画・建設中】

畑野 地区（43kW）
秋田県にかほ市 【整備完了】

新庄 地区（199kW）
山形県新庄市 【計画・建設中】

月光川 地区（60kW）
山形県飽海郡遊佐町 【整備完了】

日向川 地区（124kW）
山形県酒田市 【整備完了】

村山北部 地区（180kW）
山形県尾花沢市 【整備完了】

赤川二期 地区（297kW）
山形県鶴岡市 【整備完了】

庄内赤川 地区（41kW）
山形県鶴岡市 【計画・建設中】

笹川 地区（48kW）
山形県鶴岡市 【計画・建設中】

大井沢 地区（37kW）
山形県西村山郡西川町 【整備完了】

野川 地区（198kW、49kW）
山形県長井市 【整備完了】

白川 地区（43kW）
山形県西置賜郡飯豊町 【整備完了】

米沢平野二期 地区（798kW、120kW）
山形県米沢市、東置腸郡高畠町 【整備完了】

奈良寛ため池 地区（26kW）
青森県弘前市 【整備完了】

指久保ダム 地区（170kW）
青森県十和田市 【計画・建設中】

三本木 地区（182kW）
青森県十和田市 【整備完了】

馬淵川沿岸 地区（810kW）
岩手県二戸郡一戸町 【整備完了】

瀬月内ダム 地区（59kW）
岩手県九戸郡九戸村 【整備完了】

松川 地区（49kW）
岩手県八幡平市 【整備完了】

一方井ダム 地区（49kW）
岩手県岩手郡岩手町 【計画・建設中】

普代ダム 地区（28kW）
岩手県下閉伊郡普代村 【整備完了】

豊沢川 地区（1969kW、48kW）
岩手県花巻市 【計画・建設中】

和賀中央 地区（442kW）
岩手県北上市 【計画・建設中】

荻野 地区（14kW）
岩手県一関市 【整備完了】

八幡沢 地区（20kW）
岩手県一関市 【整備完了】

迫川上流 地区（1000kW）
宮城県栗原市 【整備完了】

内川 地区（6kW）
宮城県大崎市 【整備完了】

朴沢 地区（7kW）
宮城県仙台市 【整備完了】

会津北部 地区（570kW）
福島県喜多方市 【整備完了】

会津北部 地区（50kW）
福島県喜多方市 【計画・建設中】

新安積 地区（2230kW）
福島県郡山市 【整備完了】

会津宮川 地区（1100kW）
福島県大沼郡会津美里町 【整備完了】
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５．農山漁村地域活性化等の取組 

（１）農山漁村活性化への取組状況 

 

図表 4-18  農山漁村振興交付金（農山漁村活性化整備対策）の取組状況                

      （令和元(2019)年度実施地区）                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 資料：農林水産省調べ 

 

 （273 地区が農山漁村活性化法に基づく活性化計画を策定） 

〇 農山漁村活性化法に基づき、地域の自主性と創意工夫により、県又は市町村

が作成する活性化計画による取組を総合的かつ機動的に支援するため、農山漁

村振興交付金（農山漁村活性化整備対策）（旧 農山漁村活性化プロジェクト支

援交付金）が創設されました。 

〇 東北では、令和元(2019)年度までに、227 市町村において 273 地区の活性化計

画が策定されましたが、令和元(2019)年度には４地区で農山漁村振興交付金（農

山漁村活性化整備対策）が活用されています（図表 4-18）。 
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